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法人本部事務局 企画広報課 

 福岡県太宰府市石坂２丁目１２－１ 

【筑紫女学園大学・短期大学部】 

「みちのく Photo Caravan」と学生のコラボ企画 

東日本大震災写真展を学内で開催 
 

筑紫女学園大学・短期大学部では、ＣＪＫ（筑女県人会：県外出身者による学生団体）を中心とした学生が、 

東日本大震災被災地の現状を紹介する全国規模の写真展【みちのくPhoto Caravan】と協力し、「東日本大震災 

写真展－「3.11-ing でも、ここには笑顔がある」－」（筑紫女学園会場）を以下のとおり開催いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 今回のテーマには、本学学生たちの「震災はまだ終わっていない、風化させたくない」という気持ちが 

込められています。なお、一般の方々もご覧になれます。本学正門受付にて手続きの上、ご来場ください。 

 

＜開催日時＞  平成２５年６月３日（月）～６日（木） 各日 １０：００～１５：３０ 

＜展示場所＞  筑紫女学園大学 飛翔会館１Ｆスペース（太宰府市石坂2-12-1 092-925-3511） 

＜展示内容＞  ①プロのフォトジャーナリストによる展示写真（ｱｼﾞｱﾌﾟﾚｽ・ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ所属ほか、3名による） 

②本学学生ボランティアによる展示写真 

③防災についての展示 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取材対応について】 

○ 取材を希望される場合は、事前にこちらまでご連絡をお願いいたします。 

法人本部 企画広報課（ 電話092-925-9982 FAX092-925-8319 担当：米嶋・花村 ） 

○ 上記内容等に関する事前取材、電話取材につきましては、下記までお願いいたします。 

筑紫女学園大学・短期大学部 学生課（ 担当：伊地知 電話092-925-3515 ）  

以上、ご案内申しあげます。 

 

【 みちのくPhoto Caravan 】とは？  ※以下ホームページより抜粋 

当団体（みちのく caravan）は、東日本大震災の１日でも早い復興を願う学生により結成されました。  

メンバーはそれぞれYouthFor3.11(学生ボランティアを派遣する学生団体)、などを通して、現地での実際の 

支援活動に参加した経験があります。 そこで、ボランティアとしての視点、ひいては、学生ボランティアな 

らではの視点から、現地で見たこと、感じたことを、写真展を通じて、他の学生に発信しております。 

現在は関東、関西、九州の大学生、大学院生、高校生を中心に 約５０名のメンバーで運営を行っております。  

※当団体は東北関東大震災ボランティア活動基金助成事業の１つです。 

（ホームページ：http://michinoku-photo-caravan.jimdo.com/） 


